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BasepluralsalreadyexistedinOIdEnglish；theyhadlosttheiroriginalinflectionalendingHowever,there

wasnoinconveniencefOrthemtofUnctionwithoutanyindicationoftheirgrammaticalnumber,becausethe

inHectionalsystemsinOldEnglishwereintact、InMiddleEnglish，thecolTuptionoftheinHectionalsystems

broughtaboutregularizingpluralfOnns,butahandfUlofthemresistedthetrendintermsofanalogicalextension

ortheconservingeffectofhightoken-fTequency、AmongthemwereseveralbasepIuralswhichsurvivedthe

competitionwithotherphonologicalIyormorphologicallysimilarlexicalitemslnaddition，whenModern

Englishstartedtobestandardized，someirregulargrammaticalassetsincludingthesebasepluralshadthe

potentialenoughtobesymbolicallyusedasprestigemarkers､ThatiswhywestillhavebasepluralsinPresent-

dayEnglishinspiteoftheirmorphologicallyinvisibleplurality．
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１はじめに

「語形変化／屈折（inflection)」には，名詞・形容詞に関わる変化（declension）と動詞に関わる変化

(coniugation）がある印欧語では，前者は，「性（gender)」・「数（number)」・「格（case)」の各文法的機能に応

じて品詞の形を変え，後者は，「数」・「時制（tense)」・「法（mood)」・「人称（person)」に応じて形を変えること
を指す．印欧語とはかけ離れた日本語を使う我々からすれば「性」が最も理解し難い概念であることに間違い

はないが，実は，英語においてでさえ，一面単純に見える単数か複数かといった「数」の概念表示もそれに負け

ず劣らず複雑な様相を呈する（そのことは「数」概念のみが文構造の主要部である名詞・動詞の双方に渡って見

られることに典型的に現れる）ので，それは，名詞と連動する不定冠詞（・定冠詞）の用法も含めて，我々には

非常に取っ付きにくいものとなっている（野村2005:１４;Jarvis＆Pavlenko2008:138-139;GalIy2010:８７＆98参
照)．

ところで，Whorf（1956［1941]）は，印欧語（特にWhorfの言うところのSAE）での「数」の捉え方を，北

米大陸の土着言語のひとつであるホーピ語（Hopi）のそれと比較しながら，次のように総括している．

(1)Acategorysuchasnumber(singularvsplural)isanattemptedinterpretationofawholelaIgeorderofexpenence，

virtuallyoftheworldorofnature；itattemptstosayhowexperienceistobesegmented,whatexpenenceistobe

called``one，，ａｎｄwhat“several，，．－ｐ・’３７

(2)ItwasevidentthatthecategoryofpluralinHopiwasnotthesamethingasinEnglish,French,ｏｒGerman[＝

StandardAverageEuropean:SAEICertainthingsthatwerepluralintheselanguagesweresingulariｎＨｏｐＬ

－ｐｌ３８

(3)Inourlanguage,thatisSAEplurality(andcardinalnumbers)areappliedintwoways:torealplurals[＝perceptible

spatialaggregates:ｅｘ・花〃〃ze"]andimaginary/objectifiedplurals[＝metaphoricalaggregates:ｅｘ､reMtJys]．

－ｐ」３９

つまり，ＳＡＥでは，ホーピ語と違って「メタファー」を用いてまで普通名詞にできるものは，そうするのであ

り，その結果その複数形も作られるのである．それは，安井（2010:119）が指摘するようにtendaysのような
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｢『時』という抽象的な概念を理解し，ことばで表出するためには，つねにわたしたちが存在しているこの『三

次元空間』で目にすることができる具体的なもの'）に置き換えて認識せざるを得ない」からである．そして

SAEに属する英語の場合，それでも「数える」という行為に耐えられない「かたまり名詞（＝物質名詞)｣z)な

どについては，特別な場合に例外的に複数形をとることを除いて（野村2005:１５の「Wierzbickaによるスケー

ル」参照)，一般にapieceofやａｃｕｐｏｆなどの「数えられる形式・容器と共に使用する」か，デフォルトである
｢単数形」として処理することになる．

ここで，英語における「数」概念の表示法をまとめてみると，ａbook/booksのように単数形と複数形が通常の

ペアをなす一般的なパタン以外に「複数形の存在の有無」をめぐって，以下のような特殊なパタンが存在する

ことがわかる．

複数形の存在の有無呼応関係：例

（４）複数形が無く，単数形のみ存在→ａ単数概念のみ表示：かたまり名詞

→b・単数形が複数概念も表示：単複同形

（５）単数形が無く，複数形のみ存在→a・単数表示も可能な複数概念：集合名詞

→ｈ複数形が複数概念のみ表示：対になった器具等

そこで本稿では，上述のように「数」の表示にこれほどこだわる言語にしては，その存在が特に異様に映る

(4b）の「単複同形（baseplurals［Huddleston＆Pullum2002:340])」という形式に焦点を当てて議論する．
本稿の構成は次の通りである．次節と３節では，主にHuddleston＆Pullum（2002）と久野・高見(2009）によ

り，現代英語（Present-dayEnglish:以下PDEと略記）における特異な「数」の表示法全般を確認した後，その中

での特に単複同形の分布を議論するさらには，SAE古典語や古英語（OldEnglish:ＯＥ)・中英語（Middle

English:ＭＥ）での単複同形の実態についても３節で言及する．続く４節では，前二節で浮かび上がってきた様々
な問題点からＰＤＥにおける単複同形の存在を考察し最後の５節で，全体をまとめ一定の結論を得ることにする．

２ＰＤＥにおける「数」概念と形式のミスマッチ

Huddleston＆Pullum(2002:340-349）は，上記（４）および（５）に見られる「数」概念と形式のミスマッチを

大きく二つに分けている．「複数形のみを持つ名詞（plural-onlynounsPON)」と「-s語尾を持つ単数形名詞

(singularnounswiththe-sending:SNS)」である．さらに前者は，「そもそもそれに対応する単数形が存在しない
もの」と「複数形と同じ『意味」を持つ単数形は存在しないもの」に分けられ，形式的には，「-s語尾をとるも

の」と「-s語尾をとらないもの」に分けられる．

2.1‐s語尾をとるＰＯＮ

この典型例は，（5b）でも示したズボンやハサミのような「二裂・対もの（bipartites)」である.(6a）は下半身

衣料，（6b）は対になった器具類，そして（6c）は両服用のレンズ付き器具である．ただし，上下全身にわたる

衣料の［オーバーオール］は，Ｂｒ[itish]E[nglish]ではoverallsであるがＡｍ[erican]Ｅでは単数のoverallとなる．

[秤］もＢｒＥはscalesであるが，ＡｍＥではscaleと単数扱いになっている．

(6)ａ．ｐα"/Ｍ"mse'T,ノビα"s,ｏｖｅｍﾉﾉs,etc・

hscjssolT,Scα/es,〃"rclzJcﾉIce(s),etc、

ｃｂｊ"ｏＭａｍｇﾉasses,gogg化s,etc－Huddleston＆Pullum（2002:341）

また，「粒子から成る物質」もこのグループに属し，ｏａｔｓ［オーツ麦］がその典型である．したがって，＊one

oar，＊ｔｗｏｏ伽，＊severalo川＊howmanyoarsなどは決して認められないが？ｍｕｃｈｏａｆｓは量を問題にしている

ので，形式的には確かにぎこちないにもかかわらず容認度が上がる．

(7)Ｏα血型旦thehighestfatcontentofanygrain－『ジーニアス英和辞典』（20064:s､v・oqfs）

次は，ａｒｍｓ［武器]，clothes，dishes［ｉｎｒＭＯｊＡＭＭｅｓ]，valuablesのような「entity［もの］の集合体」を表
す複数形である．Huddleston＆Pullum（2002:343）は以下の（８）からわかるように，その集合体を構成する

要素を取り出すanitemofやapieceofという表 と,これらは共起できないとしているが，久野・高見（2009：
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15）はoneofhervaluablesのｏｎｅｏｆは問題ないと指摘している．

(8)ａ､anitemofcﾉo〃"ｇ／*anitemofcﾉor/ｚｅｓ

ｂ､ａｐｉｅｃｅｏｆ/eweルノＷ＊apieceofM"αbﾉｅｓ

明確な境界がない［もの］の複数性を表す複数形としては，bushes,mountains,woodsなどがある．例えば，

次のbushesには，（9a）の可算の解釈［低木］と（9b）の不可算の解釈［雑木林］がありうる．

(9)ａ・WeshouldplantafewbLMes・

bHethrewitintheb`mes.／＊HethrewitintwobLMes．－Huddleston＆Pullum（2002:343）

2.2‐s語尾をとらないＰＯＮ

典型例は，genitalia（＝genitals）［生殖器]，minutiae［詳細lregalia［式服］のような，対応する単数形を持

たない「外来複数形」である．ただし（１０）に示されるように対応する単数形を持つものでさえ，そのオリ

ジナル単数形の使用頻度が極めて低いためにオリジナル複数形であるdataやagendaの方がむしろ「単数形」

であると捉えられ，-s語尾による新たな複数形datasやagendasが作られる場合もある3)．当該語句の認知度・使
用度の高さが影響している例であろう．

(１０）ａ.”皿、［s(in)g(ular)],伽α［pl(ural)／sg.],〃ａｓ［pl.］

ｂ・age"血沈［sg.],age"ぬ［pL／sg.],age"伽［pl.］－Huddleston＆Pullum(2002:1590-1592）

また，「不変化」ＰＯＮとして，その他にcattle，police，fOlkpeople41などを挙げることができるが，前二者と
後二者では振る舞いが違う．Huddleston＆Pullum(2002:345)によれば同じ複数概念を表すにしても，cattleと

policeは，「低い数字（lownumerals)」との共起は許されないがfOlk51とpeopleは最低限のtwoとも共起できる．
(11）ａ・athousandcar地,＊sevencarrノピCfsevencows

b・twohundredpo/ice,＊fOurpoﾉiceCffOurpoljceme〃／fOurpo/iceq版Ce'Ｔ

ｃ・thesethreecity/Ｍ[,two/Ｗｐノピ

ところが久野・高見（2009）が次のような使用例をＡｍＥとＡｕs[tralian]Ｅに見いだしている所を見ると，この

制約に関しては，どうやら地域差が生じているようだ．

(12）ａＡｍＥ:…butthistimeinWashingtonstate,wheretwocarr/ewerefOundtobeinfectedwiththedisease

-久野・高見（2009:７３）

ｂ・AusE:…LlAL9po/jcewereslightlymjured．－久野・高見（2009:７５）

この地域差は，かたまり名詞としてだけでなく，上例（11）のように複数可算名詞としても機能できるか否か

という点において，次のstaffとｃｒｅｗにも現れるのである（久野・高見2009:96-99)．

(13）ａＡｍＥ:muchsr鰍＊manysrqﾉｳP［manysmﾉｸﾞ12応／slfqﾉｳPmembers],＊ａｓｍｊ０Ｐ

ｂＢｒＥ：muchsmjｳﾄﾞimanysr城＊asmj6P

(14）ａ,ＡｍＥ:muchc花w;＊tenc花ｗ［tenc花wl"e"／c花ｗ"ze川be､],＊ac花ｗ

ｂＢｒＥ：ｍｕｃｈｃ”ｗ;ｔｅｎｃ花ｗ,ａ／ｏｎｅｃ花ｗ

特にcrewの場合，ＢｒＥでは，「単複同形」として機能する点に注目しておきたい

さらにいわゆる「集合名詞」を単数扱いにするか複数扱いにするかにも地域差が生じている６１．

(15）ａＡｍＥＭＷｔＩ〃ｌｙ型prettyopen-mindedaboutdifferentkindsofpeople・

ｂＢｒＥ:ＭＭＪｍｌｙ型prettyopen-mindedaboutdifferentkindsofpeople．－久野・高見（2009:110）

2.3‐s語尾をとる単数名詞（SNS）

Huddleston＆Pullum（2002:345）によれば，まず，（the)bends［減圧症]，rabies［狂犬病]，shingles［帯状庖
疹］のような「病気の名称」が挙げられる．

(16）ａ.Ｓ/Ｚｊ"gﾉesis／*areoftenexcmciatinglypainfUl;Ihopelnevergetit／*them
b・ノzjcc叩s,ｍｅａｓﾉes,etc．

ただ，同じ病名でも（l6b）は，彼らの見解では，（17）に見られるような「通常の複数形の単数用法」と考えら

れている．

(17）ａ.△verypleasantthreedtJyslAL2§spentwithKim，sauntinBrington Cfl"α"yαｄａｙ［単数呼応］

bThreeo""cesofsugar型rathertoomuch－Huddleston＆Pullum（2002:346）

また，歴史的には複数を表す-s語尾を持つ，‐icsに終わる，acoustics，politics，phonetics，gymnasticsといった
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｢学問名」もこのＳＮＳの典型であるが，（ｌ８ｂｃ）に見られるようにいわゆる複数形として機能する場合もあ

る．その場合意味は一段と抽象性が増し，それぞれ，［音響効果（l8a)]，［政見（18b)］となる．

(18）aThenewconcerthallhastwodistinctacoLMcs・

bHispo伽csaresomewhattotherightofmyown－Huddleston＆Pullum（2002:347）
最後に，billiards，dominoes，darts，cardsのようなゲームの名称もここに分類される．

(19）ａ.Ｂﾉﾉﾉﾉα伽／ＤＣ〃"oesisoneofmyfavoritegames・

ｂｌ，veonlythreedo〃"oesleft．－Huddleston＆Pullum（2002:348）

もちろん，（19b）のように，例えばドミノというゲームを構成するパーツである個々のドミノは，通常の複数可

算名詞として取り扱われることは言うまでもない

以上のことから明らかになった点は，（20）のようにまとめられる．

(20）ａ・sweaterなど上半身を覆う衣類については，対称をなす袖が二つあっても複数形にはしない

btheseglassesは「この眼鏡（単数)」と「これらの眼鏡（複数)」の両義に解釈できる．
ｃ，集合名詞には，その境界がはっきりしているものとそうでないものがある．

。一般的な使用に耐える外来語の複数形は，形態的に複数形であることが認知されにくいので，

その結果単数形と捉えられ，－s複数形を新たに生じる可能性がある．

ｅ、地域差（AmEかＢｒＥかなど）がある．久野・高見（2009:123）によれば，ＡｍＥは「形」を重視する傾

向にあいＢｒＥは「意味」を重視する傾向にある．

ｆ－ｓ語尾を持つ単数名詞は（AmEにおいても)，その「形」ではなく，「意味」によって一致する動詞の形

態が判断きれている．

３単複同形

3.1ＰＤＥにおける単複同形

Huddleston＆Pullum(2002:1588-1589）は，単複同形を単数・複数間の融合（syncretism）と捉え，下例（2lb）
のように複数形が単数形と同一の形式をとり，語彙的基底部（lexicalbase）として機能するものと定義している．

以下，彼らの分類を見ていくことにする．

(21）aAsheephasescaped，

hTWosheephaveescaped．－Huddleston＆Pullum（2002:1588）

典型的には，食用狩猟魚であるcarp，Ｃｏｄ［鱈]，mackerel［鯖]，salmontrout［鱒］や狩猟鳥獣を表す（22a-
c）のような名詞にこの単複同形が見られる．

(22）ａ,bjso"７),dEeMmose［北米へラジカ],swi"2,8ｍ"Ｓｃ［ライチョウ］

ｂｅﾉﾊ［欧亜ヘラジカ]〃j"〃，［トナカイ],etc．

ｃ・ど/叩/zα"LgillqjｸﾞiMjo",etc、

dTheywerehuntinge/ephα"！．－Huddleston＆Pullum（2002:1588）

これらの中でも，（22a）は単複同形のみを持つもの，（22b）は通常の-s複数形も同時に持つもの，そして（22c）

は通常は-s複数形をとるが，限定的に（22.）のように単複同形が使用される場合があるものといった具合に，

それぞれ単複同形の現れ方に差異が生じている．

ここで奇妙に思えるのは，（22a）のグループが「狩猟鳥獣」とされているのに，そこに家畜であるswineが含

まれている点であり，典型的な単複同形の，家畜であるsheepはどこに属するべきなのかという点である．どう
やら基本的に群れをなして行動する魚類や鳥獣類に単複同形をとるものが多く見られるようだが，前者は，種類

を表す場合を除いて，必ずと言っていいほど単複同形になる一方で，後者は通常の-s複数形も平行して使用され

る点で異なる分布を見せている．このことは，「牛・鹿・豚・羊・山羊・鳥」を表す類似した単語の複数形を調

ぺてみると一層明らかになる．

(23）ａ,oxU〃［去勢した雄牛]’1Ｍｓ［去勢しない雄牛],sreem［去勢きれた雄の食肉用牛]，

ｃｏｗｓ［雌牛],/ze舵応［子を産んでいない若い雌牛],cα/yes［子牛］

ｂ､/､"(S）［雄鹿],Srag（３）［雄鹿],伽１１６（３）［雄鹿],ｈｊ"d(S）［雌鹿],ｄｏe（３）［雌鹿］
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ｃ,ｐｊｇＭＷｓ［雄豚],sows［雌豚］

ｄ、,"ｓ［雄羊],ewes［雌羊],/α､６ｓ［子羊］

ｅ,ｇｏα応［山羊],Ａｍｓ［子山羊］

ｆｂｍｚｓ［(猟）鳥],/bwﾉ(s）［家禽］

上例（21a，ｂ）も含めてわかることは，狩猟獣である「鹿」類が最も単複同形をとりやすいということである．

また，（23c）より，「豚」類では，ｓwineのみが単複同形で使用きれることになるが，辞書には「集合的」や「古

風」の記述が見られる８１．しかしsheepについては，そのような記述もなく，（23.）に見られるようにsheep以

外の「羊」類は普通に-s複数形をとるのである．したがって，ｓwineもsheepも「有標複数形」に違いないが，そ
の有標性には大きな違いがあると言っていい

次に，デフォルトの語彙的基底部が歯茎摩擦音の/s/や/z/で終わる名詞も単複同形となる．（24a）はそれらが

複数の-s語尾に由来し，（24b）はそれぞれ，外来語である古典ラテン語の第５変化名詞series，speciesに由来す
る．

(24）ａ､barmcAs，cmssmadMzead9"αrreKs，ｊ""/"8s91,"Zea"s,etc．

ｂseries，species,etc．

ｃ､上pα"ese，伽"ese，ＰＷｍｇ"ese，Swiss,etc．－Huddleston＆PulIum（2002:1589）

上記（24c）の/s/や/z/で終わる国民名に加えて，／s/や/z/で終わらなくても，種族や民族名は単複同形となる

ようだ．

(25）Ａｐａｃｈｅ,Ｂａ"皿,ＢｅｄＤ川,ＨＯｐｊ,bMr,ＭＪｖａｈｏ,Ｓｊｏ“,etc．－Huddleston＆Pullum（2002:1589）

その他にも，Craft［小型船舶］やoffSpring［子孫］が挙げられる．さらにpolicemanとpolicemenは，綴りの

上では区別されるが，発音上はどちらも/Pali:smOn/になり区別きれないので「単複同音」であると言え，逆に

Corps［軍団］は形態的には単複同形だが，発音では/kOO/[ｓｇ］と/kOOz/[pl］にない「単複異音」（ここでは-ｓ

がまざし〈audiblepluralmorpheme［Pavey2010:２７］として機能している）である．

3.2ＳＡＥ古典語及びＯＥ・ＭＥにおける単複同形

以上ＰＤＥにおける単複同形名詞の分布を見てきたが，次に高度屈折語であったＳＡＥ古典語において果たし

て単複同形は可能だったのかということを確認しておく．

まず，（26a）のように，古典ギリシア語の第３変化名詞の主格複数は，‐usや-Csという単数語尾をそれぞれ

-uesや-oesに変化させるパタンだけでなく，単複同形も可能だったらしい．

(26）ＭＩｒｈ伽ｓ［Ｃｆ肋伽Cs］‘`fish",ｈｅｍｓ［cMemes］“hero(es)”－古ｌｌｌ（1958:354-355）

ｂＯＥＭｅ(;I［ｃｆＭｅ伽］‘`/Ze"(es）”

興味深いのは，近藤・藤原（1993:３９）によれば，ＯＥにおいても，ギリシア語と同じ［英雄］を表すh8eleOは，

強変化男`性名詞複数語尾の‐asを持つ形だけでなく，単複同形が存在したということである．

ざらに（24b）でも触れたように古典ラテン語の第５変化名詞は，その主格複数が単複同形であり，他に複

数形はない１０)．ちなみにラテン語で［魚］は，第３変化名詞piscisであり，その複数形はpiscesのみである
ギリシア語と違って単複同形は持っていない．

(27）ａ・ｄｉｅs"day(s)",”s"thing(s)”－Allen＆Greenough（2006［1903]:39-40）

bserjes"series",species"appearance(s),kind(s)”(＝24b）

このように，高度に屈折するＳＡＥ古典語にも，「格」の融合だけでなく，「数」の融合も一部存在したことが

理解できる．

では，ＯＥでの状況はどうだったかと言えば，すでに上例（26b）に単複同形を持ちうる「強変化男`性名詞」

h8eleOの例を挙げたが（その他には，monab"month，，を挙げることができ，これは-as複数形を持たず，単複同形

のみの変わり種である!'')，実は，単複同形になる主たるグループはむしろ，「hus型強変化中性名詞」だったの

である．以下の（28）にSweet＆Davis(1953:１２）と児馬（1996:３５）に挙げられている例を分類して示す．た

だしｃｉｌｄとw8eterについては，‐(r)u語尾による複数形も存在したまた「hus型強変化中性名詞」ではないが，

単数に-or語尾を持つ「血縁関係を表す語（kinshipterms)」に－部単複同形を生じるものがある．しかし，それ

は単独で現れるわけではなく，そういう場合も-ru語尾が同時に現れる（例えば，brobor"brother"の複数形は

broporもしくはbrobruである)．

(28）ａ､deor``wildbeast",SCC叩"sheep",Jwj〃"swine”
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ｈ伽"house",ｃｊｌＣノ［Ｃｆ.ｃﾉﾉヵ"］“child",肋。"flood",/b/c``people",ｇｅａｒ"year"，

ｍｏｄ"mind［mode]",lbj"ｇ"thing",ｗゲ"Woman［Wife]",ｗｏｍ"word",/Zo応"horse”

ｃ・ｇｏ/d"gold",ｗ"rer［ｃｆｗ…'､］“water''’６α〃"bone",ﾉα"。"land”

ｄｂｅａｍ``child",ノｊｃ``body，，,ｇｅｍｏｌ``meeting，，,ｗｅｍｄ``troop”

ところで，なぜ（28a）のdeorが一般的［動物］から［鹿]を指すようになったかについて，Horobin（2010：

101-102）は次のように複数の要素が絡んでいたと説明している．

(29）ａ,ＭＥ期にフランス語から［動物一般］を表すbeastが借入ざれ，deorに取って代わった

ｂＭＥ期に［鹿］を表す語はhert（＜OEheor(o)t）であったが，［心臓］を表すherte（〈OEheorte）と発音

上非常に紛らわしい状況にあった（homophonicclash)．

ｃ､(29b）の状況は、hertに意味そのものではなく，「使用域（register)」上の制約をもたらしたため，hertは
次第に狩猟の専門用語と見なされるようになった．

ｄその結果，一般的［鹿］を指す意味に空き間が生じ，行き場の無くなっていたdeorが意味を特殊化する

こと（specialization）でそれを埋めることになった．

さて，こうして改めて英語史を振り返ってみると，（28a）に見られるようなほんの一握りの語のみがいわゆる

単複同形として今日まで受け継がれてきていると言え，（28b）の普通名詞はすべて-s語尾による複数形に置き換

えられてしまっていることがわかる．（Z8c）は，かたまり名詞の機能が主たるものだが，可算名詞として扱われ

る場合には，－s語尾による複数形が使用きれ，単複同形は放棄されている．そして，（28.）は方言などを除き

標準形からは全く姿を消してしまった

ちなみにｆｉｓｈは，ＰＤＥでは単複同形だが，実はＯＥ期には，一般的な強変化男性名詞（fisc[sg.];fiscas[pL]）
であった．したがって，ｆｉｓｈはＯＥ以降新たに単複同形になったということになる．そしてこれに関連してざら

に気がつく点はＰＤＥで単複同形として扱われる，３１節で言及したcarp，Cod，mackerelsalmon，troutなどの
魚類を表す語が全く見あたらない点である．これらの語は，寺澤（1997）によれば以下のようにtroutを除い

てすべてＭＥ期に借入きれたものだからである．

(30）caZpe＜Ｏ[1.]F[rench]［1393］；Cod＜？［1357］；"zaAeM＜Ａ[nglo-]Ｆ[c1300]；

ｓα(/〃o""＜ＡＦ／０Ｆ［1228］；〃"/Zr＜LateLatin［lateOE］

では次に（Z8a-c）のＯＥ単複同形名詞が屈折体系が崩壊しつつあったＭＥ期にはどのような形で現れてい

たかを見てみることにする．ＭＥＤに記載されている複数異形の主なものは以下の通りである．なお，（early・
late）は，初期・末期形態を，（Kent）などは，地方方言形態を示している．

(31）ａ.。e,(e,。e剛etc.,(early）ｄｅｏｍ"“o犯",(late）。、”;Ｗｐ(e,etc.,(early）sce叩,scepe"，

（earlySouthWestMidlands）ｓA仰e"MeOp,etc.;Ｍ"に(Kent）swj"es

bMses,(early）〃szus,/Zomse";(early）ｃ/ji/d,c/zﾉﾉdrc,cﾊﾉﾉ〃(e,etc.,c/zj/伽,Ｍ/zjﾉ｡‘,9e",etc.,cA肋Cs；

肋dCMtc.;/Ｍ６，/b/伽;ye剛etc.,(early）３e,wMrc;,,zodbM/1j"geMtc.,r/,j"g(e,ﾉﾉzj"g(8)肌

（early）ｂｉ"/teS,伽ge";ｗ旅)Mtc.,ｗＭＳｅ,ｗ〃"S,ｗｊ(Z)weS,ｗ(ｆｗｍｅ,(early）ｗＭ

ｗｏ肱川ﾉo伽e,ｗ0,,.(｡）"s,(early）ｗｏｍ(C(",ｗｏ〃,woe伽s;/､,T(e,/zeo灯(e,/ｍｊｗｓ,ｈｏ'ｗ〃

ｃ､ｇｏ/`;Ｗａｒｅ川etc.;ｂｏ"Cs,(early）ｌ)α",ｂｏ";わ"伽,〃"`(e,etc・

この中で，少なくともhouse，ＨＯＣ｡，mode，waterに関しては，ＭＥ期を通じて単複同形はもはや現れず，既に-ｓ

複数形に完全移行していることがわかるし方言形や初期形態を除けば，yearやｗｏｒｄもほとんど同様の振る舞
いをしたと言っていい．

強変化男性名詞のmonthおよびfishとＭＥ期に借入された魚類名詞についてもここで見ておこう．

(32）ａ・ｍｏ"伽s,etc.,(early）、o幼ａｓ,(North）腕""的;/M1eMtc.,/Mle,etc．

ｂ・caZpe,cα叩Cs,cα'1pjS;ＣＯ〃e,ＣＭ/Cs,cMI1ys;加吹Ｍ川伽だ』s;ｓａｍｏ""ＣＭα(")ｍｏ肌ｓａｍｅ",etc.；

ｒ、"肥S,etc・’''１０３肥S，ｒｒ"/ｅ

そして，ＯＥからＭＥへの複数形語尾の変遷をまとめると次のようになる．

(33）ａＯＥ強変化男性名詞語尾一as＞ＭＥ－ｅｓ（-is／-us）

ｂＯＥ強変化中性名詞の一部と単数が-orに終わる名詞語尾一ｒｕ＞ME-re／-ｅｒ

ｃＯＥ弱変化名詞語尾一ａｎ＞ＭＥ－ｅｎ

以上のことから明らかになった点は，（34）のようにまとめられる．
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(34）ａＰＤＥでは，基本的に群れをなして行動する魚類や鳥獣類（狩猟獣・家畜）を表す名詞に単複同形をとる

ものが多く見られる．特に「鹿」類が最も単複同形になりやすいと言える．

ｈしかしそれらが種類を表すためにではなく通常の-s複数形をとる場合も珍しくなく，逆に同種の動物

カテゴリ内において，－s複数形しかとらない語も存在する．

cbarracksなど，通常とは逆の，複数用法から単数用法に拡大された結果，単複同形を生み出しているも

のがある

ｄ､形態上の単複同形だけでなく，発音上の単複同音もありうる．

ｅ・高度に屈折するＳＡＥ古典語においても，単複同形は許容されていた．

ｆfishの単複同形がＭＥ期に使用され始めたことをはじめとして，魚類を表す単複同形名詞の多くはＭＥ期

に借入されている．

ｇＯＥの単複同形名詞は，その多くがＭＥ期に「類推」によって-enや‐esなどの複数語尾を付加され，最終

的に通常の-s複数形として定着していくが，一部のものはその規則化を頑なに拒否し単複同形形態を

現在にまで受け継いでいる．

４ディスカッション

前二節の（20）および（34）で明らかになった事柄を踏まえて，本節では，英語の単複同形名詞に見られる特

異な「数」概念の認知に関連して，主に次の点を議論していく．

(35）ａ・屈折が基本である言語において単複同形が許容きれたこと

ｂ利用可能な屈折体系が崩壊しつつあったＭＥ期に新たに単複同形が現れた理由

ｃ・「類推」による画一化に抵抗した単複同形の有標性を支えるもの

ｄ「形」と「意味」の一致・不一致と地域差との関係

まず，（35a）の，英語が属するＳＡＥの古典語においても単複同形は可能だったという点を考えてみる単複

同形を機能的に見た場合，高度な屈折語であったギリシア語やラテン語では，たとえその一部に単複同形名詞が

含まれていたとしても，その文法「数」を明示的に表示可能な，それに付随する限定詞や形容詞などの他の手段

を十分に利用できたので，特段の不都合は生じなかったものと思われる．例えば，現代ＳＡＥにおいてでさえも，

高度な屈折をいまだに維持しているドイツ語では，一部単複同形名詞が存在するが，derOnkel"theuncle"[sg]；

dieOnkel"theuncles"[pl.］（濱11120023:1803）などのように「数」を明らかにできる．さらに，フランス語では，

pasやvoixといった単複同形名詞があるだけでなく，単語の多くが形態的には-s語尾で複数形を作るにもかかわ

らず，それ自体が発音されないために音声的には単数形と同じになってしまう「単複同音」を引き起こす．しか

し，lafille/fij/"thegirl"[sg];lesfilles/fii/"thegirls"[pL］（石井他1993:1373）などのように定冠詞が「数」に
よって変化するので，たとえ目的語に生起した場合でも複数を単数から区別できるのである．同じことは屈折が

完備していたＯＥにも当てはまり，b8ethus"thehouse”[sg.];bahus"thehouses”[pL］のように単複同形は問題な
く処理できる．

ただ，ＳＡＥ古典語の場合，実際これだけ複雑な屈折体系を持ちながらそもそも「数」を表示しないこと白

体がなぜ奇異に感じられなかったのか，という疑問は依然として残る．

これに関連して，実は，ＯＥの「hus型強変化中性名詞」は元来単複同形をとってきたわけではないという事

実がある．Smith(2009:９８）によれば，その語幹が「長音節（longsyllable＝長母音または短母音十重子音を持つ

音節［Mitchel＆Robinson20077:２０])」もしくは「二音節」からなるこのグループは，当初*husuに見られるよ

うな-u語尾による複数形をとっていたが，語幹の音韻環境の影響を受けて-u語尾が脱落した結果'2１，単複同形に

なってしまったのである．つまり，ＯＥの単複同形名詞も，もともとは他の名詞同様，「数」が認知され，明示的

に表示されていたのである．同様の語尾の脱落は，OEfOt"foot”[sg];fet"feet”[pL］（＜OldSaxon/b〃[pL]）の
ような「ウムラウト複数」のグループにも起きているが（児馬1996:３７)，語幹が変化しない「hus型強変化中性

名詞」複数形では，単数形と区別する要素がないために単複同形が生じたことになる．もちろん英語史全体を見

渡せば，最終的に（28b）の単複同形名詞は（34b）を経て，通常の-s複数形のシステムに組み込まれてしまって

いるので，単複同形という不都合は解消されている．問題はしかし，（35ｂｃ）の議論点とも関連するのだが，

そうならなかった（28a）のdeer・sheeDswineやＭＥ期に新たに獲得きれたfishなどの単複同形の存在である．
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このことは，Tiask(2010:３６）が"EarlyEnglishspeakersseeminglynolongerkepttrackofsomanydifferentplural

fOnns,ａｎｄｔｈｅｙｂｅｇａｎｔｏｅｘｔｅｎｄｓｏｍｅｏｆｔｈｅｐluralfOrmsanalogicalIXtowordswhichhadpreviouslynottakenthese

pluralfOrms.”（下線は筆者）と指摘する傾向とは明らかにかけ離れていると言わざるを得ない．ざらに，これに
関連して，Barber,Beal＆Ｓｈａｗ（20092:４８）は，“Theunusualnoun-pluralfOrmsinpresent-dayEnglish,whichare

theonesthathavemanagedtoresisttheanalogYoftheplurali、‐(e)s,aremostlyveIycommonwords,likeｍｅ",たer

andcMdだ",oratanyratearewordswhichweﾉ1everycommonafewcenturiesago,likegeeseandoxelz.”（下線は筆
者）と述べており，commonnessに有標形が温存きれる傾向を指摘している．ただこの議論は，（28a）のような

もともと単複同形であったものにはうまく当てはまるが，fishのようにわざわざあとから有標形を獲得した例は

説明し難いと言える．

もう一度問題を整理してみよう．単複同形という形式自体は，当該言語が高度な屈折体系を維持している問

(例えばＯＥ期）は何ら問題を引き起こぎない．しかし，特に英語においてＭＥ以降それが単純化されるにつれて，

単複同形の持つ暖昧性がクローズアップきれるようになってくるのは理の当然である．ちょうどその頃，屈折体

系崩壊に伴い-s複数形が台頭し始めていたことから，多くの単複同形名詞は，‐s複数形に鞍替えすることで文法

｢数」を明らかにする手段を新たに手に入れていったそもそも「hus型強変化中性名詞」は，単複同形になる

以前は屈折していたわけだから，再度屈折による複数形に戻ることに障害はなかっただろう．また例外的に単

複同形をとった強変化男性名詞の一部や-orに終わる血縁関係を表す単数名詞も軽々とこの流れに乗って行けた

であろうことは想像に難くない．

ところで，Bybee（2010）が提唱する「用法基盤文法（Usage-basedGrammar)」では，上述のTTaskやBarber，

Beal＆Ｓｈａｗらも指摘している「類推（analogy)」が極めて重要な役割を果たす．

(36)…analogicalprocessingisthebasisofthehumanabilitytocreatenovelutterances・Inthiscontext,itisimportant

tonotehowmuchofspeechandwritingisconstitutedofprefabricatedwordsequences・Theseconventionalized

expressionsandconstructionsserveasthebasisfOrtheapplicationofthedomain-generalprocessofanalogy.…

indiachronicchange，…itisthesameprocessingmechanismthatisresponsiblefOrthechangesidentified

traditionallyasahalogicaL－ｐ７５

そしてその定義としては，“theuseofnoveliteminanexistingpattern,basedonspecificstoredexemplars"や"the

processbywhichaspeakercomestouseanoveliteminaconstruction”(ｐ５７）ということになるわけだが，Bybee
(2010:66-69）は，特に言語変化における類推をさらに「類推的水平化（analogicallevelling)」または「規則化

(regularization)」と「類推的拡張（analogicalextension)」に分類しており，言語の形態面に関して言えば後者
は前者ほど普通ではないとしている．また，後者は「マイナーな構造」の拡大に前者は「より生産的な構造」

に適用きれる傾向にあることが指摘きれている

そうすると，英語の複数形をめぐる議論では，－s複数形へ規則化するという流れは明らかに類推的水平化であ

ると言える．そして，（35c）で指摘したようにこの流れに抵抗したのがウムラウトによる複数形･-e､複数形・

｢一部の」単複同形であったわけだが，これもBybee（2010）で十分に説明がつくと思われる．例えば，ここで

/-i:p/という音韻構造を持つ動詞の過去形形態の分布を見てみよう．

(37）ａ・ﾉ仰,ノビ叩r,化叩e`／c'９２ビノ川仰ハc花epea

bAeep,ｌ(cepr,＊keCpe‘／ｓ/eep,ｓﾉepl，＊sﾉeeped－ｐ､６６

(37a）の動詞においては，新しい規則的‐ed過去形も容認きれるが，（37b）の動詞では，それが認められないの

は，（37a）はその使用が「低頻度（low-frequency)」であるのに対して，（37b）は「高頻度（high-frequency)」
だからである．つまり，個々のアイテムの使用頻度が言語変化に大きな影響を与えるということであり，

“certainexemplarsofolderconstmctionscanberetainedinalanguagedespitethedevelopmentofanewer，more

productiveconstruction"(ｐ６７）という現象が説明きれうる．これをBybee（2010:７５）は，"theConservingEffect

ofhightokenfrequency”と呼んでいる．前述したBarberBeal＆Ｓｈａｗの言うcommonnessは，実は，このhigh‐

[token-]frequencyに他ならない

ただ，単複同形の場合，ウムラウトによる複数形や-e､複数形と違って，形態的に「ゼロ形態素（zero

morpheme［Bybee2010:177］；nullmorpheme［Pavey2010:２７])」であるために，その多くは高い使用頻度にも
かかわらず，明示的形態変化を伴う-s複数形に移行したと考えられる．したがって，「高使用頻度による保存効

果」と「形態変化による『鋤の表示」という二つの制約が競合した場合，後者が優先されることが明らかに

なっただとすると，ＰＤＥまで綿々と受け継がれている一握りの単複同形名詞の存在はますます異様に映って
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しまう．

そこで，それらがＭＥ期以降単複同形として扱われてきた理由を（38）に考えてみた．

(38）ａ・ＯＥの強変化中性名詞scip"Ship”[sg];scipu［pL］がＭＥ期にShip［sg];ships[pl］に変化したことと，

特にＭＥ終盤から「大母音推移」によって発音がＳｈｉｐにさらに似通ってきたためにsheepは，sheep

［sg.];＊sheeps[pL]という変化パタンを獲得できなかったためではないか。ここには，上記（29b）で指

摘されたhomophonicclashという現象を見ることができる．

ｂＯＥ期に［野生獣］一般を指すdeorが単複同形のまま使われ続けたのは，狩猟の対象だったからではな

いかつまり，狩猟という行為が，上記（22.）で見たようにその対象に単複同形を要求すると考え

られる．それを意味が特殊化したdeerが引き継いだのではないか．ちなみにhartはＭＥ期には単複

同形が現れないことから，ＭＥ以降deerの単複同形に引きずられて単複同形となり，さらに狩猟獣の代

表である「鹿」類全体が同様に単複同形を採用していったと考えられる．

cswineは，PDEでは「古風」ということからsheepやdeerほどの存在感は既になくなってしまっている
が，ＭＥ期を通じて単複同形が維持された部分も確かにあったこれは，ＣｏｗのＭＥ期複数形kine13）と

の音韻・形態的類似から-s複数形になりにくかったと考えられる（註13）参照)．

ｄｆｉｓｈについては，ＭＥ期に借入された魚類名詞が単複同形であったことからの類推的拡張と考えられる．

しかしたとえ仮に（38）のような事情があったとしても，ＭＥの一時期とは言え，上記単複同形名詞に-s複

数形が現れたという紛れもない事実は初期英語の話者たちが「数」概念を表示する何らかのマークが必要であ

ると認知したことの証左である．それでも，なぜ最終的に単複同形の方が選択されたのかと言えば，「数」をう

まく表示できないという不都合を凌駕するような要素が立ち現れたからに違いない．一つの可能性，それは，標

準形英語文法における「規範'性」であり，「威信（prestige)」ではなかろうか．つまり，ＰＤＥではほとんど意味

をなさない三人称単数現在形動詞語尾の-esが今なお後生大事に温存されていることとパラレルな現象と言うこ

とができるだろうＭ'．おそらくＭＥ終盤から初期近代英語（E[arly]Mod[ｅｍ]E）期にかけての標準形形成期に

上記（38）のような理由などで何とか生き延びていた一握りの単複同形名詞は，それ以降は，文法上の概念表示

という役割を超えた，むしろ社会言語学的な意味合いを帯びることで標準形の中で生き続けているのではないだ

ろうか

ＳＡＥ諸語においては，複数形を別途用意することが文法体系的に見て全く普通であり，たまたま何らかの原

因で単複同形が生じたとしても，それをカバーする他の文法手段がある場合が多く，そこには何も問題は生じな

いしかし英語の場合，確かに初期の頃にはそれらの手段を完備していたが，最終的にそれらを失ってしまって

いるのであるにもかかわらず，（しかもほんの一握りの）単複同形を温存しているということは，文法「数」

に関わる認知的次元とは全く別の次元で，それを死守する理由がなくてはならない．その理由が標準形文法体系

を支える屋台骨である威信に関わるとすれば，これら単複同形の明らかな不規則性は，三単現動詞語尾-esのよ

うな象徴的意味合いを帯びてくることになろう．Horobin（2010:５１）は，１６．１７世紀に見られた古典語である

ギリシア語やラテン語に追いつきたいとする当時の英国知識人のnationalisticprideが標準形形成への大きな原動
力になったとしているが，数少ない残きれた不規則性はしっかり「守り，学ぶ」ものだという点に，彼らは標準

形の存在意義の－面を見いだしたのかも知れない

最後に，（35.）の議論点と関連して，単複同形は「集合的」表示であるとする辞書等の説明を考えてみたい

なぜ集合体は単複同形をとりやすいのかもし個々の魚や家畜などの存在が埋没するためにその大枠のイメージ

のみが前景として感じられるとすると，ちょうど（39a）の集合名詞のように，むしろそれは単数扱いになるは

ずであるしかし実際には複数扱いなのだから，（39b）の集合名詞的にその構成員の方に焦点が当てられてい

ることは明らかである．つまり，「形式」では大枠を表示しているが，「意味」は構成員の集合を表すのである．

集団行動が常態化しているものは，認知的に大枠を捉えやすいが，その枠だけでなく個々の構成員も十分に認識

できる形式が単複同形であると考えられる．

(39）ａ､ＡｍＥＭＭＪ〃/y重prettyopen-mindedaboutdifferentkindsofpeople.(＝l5a）

ｂＢｒＥ:ＭＭＩ〃ﾉy型prettyopen-mindedaboutdifferentkindsofpeopIe.(＝l5b）
ｃＡｍＥ:ｍｕｃｈc"w;＊tenc肥ｗ［tenc花wme"／c花ｗｍｅｍｂｅ汀],＊ac花ｗ(＝l4a）

ｄＢｒＥ：ｍｕｃｈｃ'１２Ｗ;ｔｅｎｃ花w,ａ／ｏｎｅｃ”ｗ(＝l4b）

また，地域差ということから言えば，ＡｍＥでは，明示的複数形を単数形として扱うbarracksのような単複同

形は許容しやす〈（Ｃｆ上例(17))，（39c）に見られる無標単数形を複数形として解釈するｃｒｅｗのような，一部
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の単複同形は認められない．それに対してＢｒＥでは，その両方が許容きれるようだ．（20e）で指摘された，合理

的に「形式」を重んじる傾向にあるＡｍＥと「意味」を重んじるＢｒＥとの違いと言え，形式的「数」の認知とい

う観点は，ＡｍＥにより厳格に反映されていると思われる．ただ，集合名詞の捉え方に関しては，Hundt（2009：

27-30）が以下の点を指摘している

(40）ａＡｍＥの方がより古い慣行を維持している（すなわち，もともとＢｒＥで単数扱いがなきれていた)．

ｂＢｒＥでは，複数扱いは１７．１８世紀がピークで，１９世紀には減少に転じている．

ｃ、２０世紀には，ＡｍＥが明らかに単数扱いでＢｒＥを凌いでいる．

ｄしかし，１７世紀から２０世紀に亘るコーパス調査の結果，ＡｍＥＢｒＥともに長いスパンで見てみると，

単数扱いが優勢であることがわかり，両方言の初期段階において，単数扱いが普通でないとは言い難い．

ｅＢｒＥに見られる複数扱いから単数扱いへの変化は，最近の革新ではなくて，英語が常備している潜在的

オプションの復活とも考えられる．

確かにアメリカ英語の影響力は,２０世紀後半以降世界規模で広がっていると思われるが，我々の目に見える現象

の全てがそのことで説明できるわけではないことをHundtは戒めている．

５まとめ

英語の単複同形に関する本稿での議論をまとめると以下のようになる．

(41）ＯＥ期の単複同形名詞は，元来屈折による複数語尾を持っていたので，その「数」の認知は正当に行われて

いたたまたまそれが持つ特異な音韻環境により単複同形が生じたわけだが，高度な屈折体系が残きれてい

たので特に問題は起きなかったＭＥ期以降屈折体系の崩壊に伴い，単複同形の不安定感が増したため，そ

の多くは，高使用頻度による保存効果にもかかわらず,-s語尾による規則的複数形化の道を歩んだ．しかし

その一部は，他の語彙との音韻的・形態的競合関係からむしろ単複同形を維持し続けたのみならず，折か

らの英語標準形形成時期という時代背景もあり，それらには標準形文法体系の威信を示す象徴的意味合いも

付加されたために現在まで放棄されずに存続できていると思われる．

註

*本稿は,2010年７月１０日に開催された熊本言語学談話会（KLC）での発表内容を発展させたものである．

加者であった熊本学園大学の原口行雄氏と熊本県立大学の村尾治彦氏には貴重なコメントをいただいた

借りて感謝の意を表します．

当日の参

この場を

l）Whorf（]956［1941]：140）自身は，"Conceptsoftimelosecontactwiththesubjectiveexpenenceof`becomingIater，and

areobjectifiedascountedQuANTITIEs,especiallyasIength,madeupofunitsasalengthcanbevisiblymarkedoffintoinches．

Ａ`lengthoftime，isenvisionedasarowofsimilarunits,likearowofbottles.”と述べ，ホーピ語については，“PIuralsand

cardinalsareusedonlyfOrentitiesthatfbrmorcanfOrmanobjectivegroupTherearenoimaginaryplurals,butinstead，

ordinalsusedwithsingularsjWであり，また，“[inHopi]Our`lengthoftime，ｉｓnotregardedasalengthbutasareIation
betweentwoeventsinlateness.”として以下の例を挙げている．

（i）aHopi:Theystayeduntiltheeleventhday．（＝SAETheystayedtendays.）

bHopi:Thetenthdayislaterthantheninth（＝SAETbndaysisgreaterthanninedays.）

Whorfはこのようにlengthとlatenessを比べて，前者はメタファー。後者は時間の流れそのものであるとしているが

ホーピ語が序数を使って時間を表すということは，「前後」という位置関係に置き換えていると考えられ，これも

メタファーと言える可能性がある（県立大の村尾氏の指摘による1

2）久野・高見（2009:７９）は，furnitureやbaggageを「物質名詞」と呼ぶことの違和感を払拭するために，もともと

のmassnounという用語におけるmassが持つ「(形・大きさが不安定の）かたまり，集まり，集合」という意味に注

目するよう提案している．本稿では，これに準じて従来の「物質名詞」を「かたまり名詞」と呼ぶことにする．

3）Horobin(2010:４）は，現在mediaが単数扱いされることは普通だが＊mediasはまだ許容されていないとしている

が将来的にはそうなる可能性もあると述べている．

4)peopleには「複数加算普通名詞（久野・高見2009:64)」を表す（ii）のＰＯＮとしての用法と「集合名詞」を表す
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（iii）の用法がある

（ii）＊onepeOpﾉピ（＝ａｐｅ'西o"）→ｐｅ”ん（＝ＰＣ灯o"s）

（iii）aTheyareaveryfamily-oriented/Ｗｐ/ａ

ｂ・SimilarcustomsarefOundamongm2nyPeop/２３．

５）不変化ＰＯＮだけでなく，ｆｏＩｋは-s語尾をとるＰ0Ｎとしても機能する．Huddleston＆Pullum(２００２:344）は，スタ

イル上インフォーマルだが，属格限定詞と共起することでfolksはfamilyと同じ意味を持つとしている

（iv）Ｍｙ/b/Amareprettydumb、

6）しかＬＢｉｂｅｒｅｔａＬ（1999：188）は，“afewcollectivenounssuchas./２J"lﾉﾉ)'ａｎｄｃ花wregularlytakebothsingularand

pluralconcordinBrEalthoughsinguIarconcordispreferredinAmE”としている．

7）『ジーニアス英和辞典』（20064:ｓ､v・加o"）には「種類」という断|)なしに-s複数形も記載されている．同じく,

「ジーニアス英和辞典』（20061:Ｓ・ＭｇｌＵｌＭには．「種類」という断りとともに-s複数形も記載されている．

8）『ジーニアス英和辞典」（20064:Ｓ・ＭＭ"e)Ｉウイズダム英↑|]辞典』（20072:s､v・Jwi"e)１ロングマン英和辞典』

（2007:s・ＭＳＷ伽）などなお，おもしろいことにswineが人間に対して，［卑劣漢・好色漢］の意味で使われると

きも，通常の-s複数形だけでなく，単複同形も現れる．

9）これはクリケットの［イニング］を指す．野球の［イニング］にはもちろん単数形のinningもある．

10）Allen＆Greenough（2006［1903]:40-41）によれば，古典ラテン語にも，単複同形のみならず，「単数形のみの名

詞（singulariatantum)」や「複数形のみの名詞（pluraliatantum)」も存在していたという．前者には，aurum"gold"，

calor"heat”などが属し後者には．Athenae"Athens"，optimates.`theupperclasses,，，arma"weapons”などが属する．

11）ｈ鑓le6との形態的類似を考えると，何らかの理111で＊monabasの方が使われなくなったのだろう．しかしＭＥ期
には，以下の（32a）からわかるように既に本来の-s複数形をlmll復している

12）この場合に限らず，母音の-ｕ語尾が脱落する背景には，McIntyre（2009:５]）が指摘する“Stressingonlythenrst

syIlableofthewordsmeansthatitisimpossibletodistinguishthetypeofinHectionintheunstressedsyl]able,，ということが

あったのだろう．例えばＯＥｆａｒｕ"going"[sg］;ftlra［pl］はＰＤＥではfalWfamesになっており，その母音の発音
は消失してしまっている

13）ＯＥではＣｏｗはＣｕ［ｓｇ];ｃｙ［pL]という風にウムラウトによって複数形を作っていた．そしてＭＥ期には，こ

れに-e、語尾や-s語尾が付力[|された以下のような二重複数形も現れる（MED:ｓ､v・ＣＯ【！)．

（v）肋峨峨/Ｍｉｅ,Ａｊｅ";ｌ(w",ＡＩｌＭＭ'Ｍ２",Ａｅｊ〃

しかＬＭｏｄＥ期になってから.-s複数形であるCow馬が新たに作られたのである（OED:NMcowによると，cowSは

１７世紀以前には現れない）（v）のＭＥ形は最終的に二重複数形kineとなったが，ＰＤＥでは「古風・方言」として

その姿を留めているにすぎないこのようにoxenが頑なに標準形で不規則形を保っているのに対して，意味的に非

常に関わ})のあるＣｏｗに対しては，あつさＩ)と標準形に規則形を導入した英語話者のメンタリティーには理解に苦

しむところがある

14）もともとの発想はコミュニケーションに不可欠な単数一・二人称の存在とは離れたところにある単数第三者を

区別したい特別視したいということの表れではなかったかさらには無生物主語の1tやThatなどが意味的に軽

いために省略されることが多いので，それらの存在を動詞の変化形で表すことができるという利点もある．
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